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ピーク時間帯の駅利⽤は、呼びかけ前と⽐較して7から8割となった



新型コロナウイルスに関する⼈々の⾏動や認識に起こりえること新型コロナウイルスに関する⼈々の⾏動や認識に起こりえること

、
1．新型コロナウイルスは当⾯は継続して流⾏する想定を。ワクチンや
特効薬が開発されるまでは、感染対策は継続する必要がある。今後は、
感染者がいても、感染を広げない地域作りを中⻑期の⽬標とすべき。

2．年齢が⾼くなると、重症になる可能性が⾼い傾向（特に60歳以
上）。⼀⽅で、60歳未満での死亡の可能性は⽐較的低い。⼈々の、
新型コロナウイルスに関するリスク認識は、今後も感染状況によって変
わるであろう。この冬をどのように乗り越えるかによって中⻑期の⾒通し
が変わりえる。

3．⼤都市も感染拡⼤によって影響を受けうるが、地⽅都市でも⼀部
の場所（繁華街などから地域へ）で感染がある程度広がる可能性が
ある。地⽅都市は、医療が脆弱であることも多く、医療崩壊などがおこ
りえる。そうした際には広域での医療⽀援も必要となる。


